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はじめに




私たちの身の回りにはいろいろな種類の製品がありますが、それらの全ては化学物質で構成されています。本シリーズは、そのような身の回りの製品に含まれる化学物質についてまとめたものです。




この冊子を通じて、家庭用製品に含まれる化学物質について正しく理解し、また様々な情報を共有することによって製品を適切に使用し、より便利で快適な生活を送っていただければと考えています。




さらに、消費者行政や事業者の相談窓口におかれましては、業務の参考としてご活用いただければ幸いです。




なお、ここで紹介した化学物質情報は、書籍やホームページなどの公開情報を元に、独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）が代表的な成分についてまとめたものであり、個別の製品の成分について詳説したものではありません。あらかじめご了承下さい。

















（I）塗料について


















（I）塗料について




１．塗料とは



塗料は物に塗る（塗装する）ことにより、物を保護したり、美観を与えたり、特別な機能を与えるための製品です。その対象物は、自動車、電気製品、鉄道車両、船舶、橋りょう、建物、建築素材、家具などの木工製品と、非常に広い範囲にわたります。さらに、塗られる材料も鉄鋼などの金属、木材、プラスチック、コンクリートなど多岐にわたっています。

自動車、電気製品、木工製品、建築素材などの塗装や自動車の補修等は、工場で行われます。大型の建物、船舶、橋りょうなども、部材は工場で塗られますが、屋外で塗装されることもあります。

家庭で使われるものとしては、家電製品、家具、プレハブ住宅などは工場で塗装されますが、住宅やその補修などは塗装業者が現場で塗装することが一般的です。また、住宅や様々な物に対する補修や日曜大工などで、個人が塗装することもあります。

このように家庭で、個人が塗装するための塗料を総称して「家庭用塗料」と呼んでいます。この冊子では、この家庭用塗料を中心に説明します。
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1-1．保護

私たちが生活の中で使用する、鉄、コンクリート、モルタル、プラスチック、木材などの素材は、そのままの状態では水、熱、光といった周囲の環境因子によってさびたり、もろくなったり、分解したりします。また、海岸地域では塩害や強い紫外線、工場地域においては様々な化学物質を含んだ排気ガスなどの影響で、腐食は加速されダメージを受けます。ところが、これらに塗料を塗ることによって、表面に丈夫な膜を作り素材を保護することができます。さらに、定期的な塗り替えや補修という比較的簡単な方法によって、塗装されたものを何倍も長持ちさせることができ、省資源や環境保全に役立ちます。







1-2．美観付与

塗装には、物を美しく見せたり、景観や物の価値を高める美観・美粧機能があります。色彩、光沢、平滑性、立体的なテクスチャー仕上げなどにより、多様化された世の中のニーズに応えています。また色彩により、イメージアップ、周辺環境との調和、人に優しい職場や住環境作りなどに役立っています。これらは、色彩計画（カラーコンディショニング、カラープランニング）と呼ばれます。また、塗り替えるだけで、簡単に色やデザインを一新できるのも、塗料の大きな特長です。







1-3．特別な機能の付与

保護と美観付与だけでなく、導電性、耐熱性、耐火性、高日射反射率性、蛍光・発光性、ガラス飛散防止、防汚性、消臭機能、防音性といった特別な効果をもたらす、多機能塗料があります。これらはハイテク技術を含む広い分野で活用されており、品質、経済性（省力、省エネルギー、省資源）、安全性の向上、環境保全などに役立ち、塗装された物の価値を高めています。塗料がもたらす特別な機能を整理すると、次のようになります。
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２．塗装について



塗料は、液体のままでは機能しません。塗装をすることで塗膜を作り、新たな見映えや機能を付与して目的を達することになります。

塗装は、対象の大きさ、形状、目的（保護や美観付与など）や人が行うのか塗装機で行うのかなどにより、いろいろな種類に分けられます。

主な塗装方法を整理すると、次のようになります。
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３．塗料の種類について



塗料は、いろいろな分け方で分類できます。

主な分類は、次のようになります。
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この他にも、注目点によりいろいろな分類ができます。

















（II）家庭用塗料の種類


















（II）家庭用塗料の種類




１．家庭用塗料の分類



家庭用塗料は、以下のように分類できます。





対象場所による分類…屋外用、屋内用、水回り用（浴室、台所等）、壁用、床用など







屋外用であれば耐候性（日光や雨などに対する強さ）、水回り用であれば耐水性（水に対する強さ）など、塗装される場所の条件に合わせた品質特性が必要となります。







対象素材による分類…木部用、鉄部用、屋根用、コンクリート・モルタル・スレート用、プラスチック用など（２．家庭用塗料の塗装対象・種類別情報表からの種類別情報はこの分類です）







塗装される素材との密着性やその素材の保護、特有の外観など、それぞれの特性に適した塗料が必要となります。また補修の際は、前の塗膜に上塗りすることが多くあります。この場合は前の塗膜の性質、状態に合わせたものを使う必要があります。







塗装系による分類…１回塗り用、多層塗り用（下塗り用、上塗り用など）







１つの塗料だけでは目的の塗膜が得られないことが多くあります。この場合は、それぞれの目的に合わせた塗料を何回か塗り重ねることになります。


下塗り用：素材との密着性と保護（防さび性など）が目的。

上塗り用：外観の品質（光沢、デザイン性など）や保護、機能性付与（耐光、耐水など）を目的に設計される。特に外部用は、樹脂、顔料などによりその特性が大きく左右される。









塗膜の機能による分類…弾性塗料、防虫、防腐など







塗装を施す目的に応じた、塗膜の機能による分類です。







色材（染料、顔料）による分類…クリヤーとエナメル、ステインとニス、つやありとつや消し、蛍光塗料など







クリヤーとエナメル：

上塗り用塗料で透明なもの（顔料の入っていないもの）をクリヤー、顔料で着色されたものをエナメルと呼ぶ。エナメルには、染料はほとんど含まれない。




ステインとニス：

ステインとニスは一般には木部用。ステインは主に木材の着色に使われ、これには染料も含まれる。ニスは透明の皮膜となるもので、樹脂、植物油などから作られる。




つやありとつや消し：

つやも用途により「つやあり」、「半つや」、「つや消し」などの種類がある。樹脂の特性と顔料、つや消し剤などにより、つやの程度はコントロールされる。




蛍光塗料など：

特殊な顔料を含んだ塗料（蛍光塗料、夜光塗料、蓄光塗料）のことをいう。







使用方法による分類…エアゾールなど







家庭では「はけ塗り」、「ローラー塗り」が一般的で、塗装対象物の形状や面積に応じて使い分けられます。またエアゾールは、霧化方式で手軽に美しく塗れるので、広く使われています。









２．家庭用塗料の塗装対象・種類別情報表



＜木部用＞
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＜鉄部用＞
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＜屋根用＞
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＜コンクリート・モルタル・スレート用＞
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＜プラスチック用＞
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＜エアゾール塗料＞
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＜塗装補助剤＞
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（III）塗料の構成成分


















（III）塗料の構成成分

１．塗料の成分について



塗料は塗膜になる成分、補助する成分、塗装作業を適切に行うための希釈成分などからできています。主な成分をまとめると、次のようになります。
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上の表と透明塗料、有色塗料の関係を図にすると次のようになります。
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２．塗料成分の概要



以下は、塗料全般についての説明です。







2-1．塗膜形成要素

2-1-1．樹脂

樹脂は塗膜を形成する主要素です。さらさらの液体状から固形のものまでさまざまな粘性を持っており、目的とする塗膜性能に応じて選定されます。




樹脂の分類としては、ロジンやセラックなどの天然樹脂と、アルキド樹脂、ビニル樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、シリコーン樹脂、フッ素樹脂などの合成樹脂に大別されます。




液状の塗料では、樹脂は溶剤や水に溶解しているか希釈剤中に分散しています。これらの溶剤や希釈剤が塗装後に揮発し、樹脂がそのまま固形の塗膜となるものや、樹脂が液状で膜となり架橋剤や硬化触媒などにより反応が起こって、固体の塗膜になるものがあります。これらの樹脂は、一般に高分子の混合物で、その目的に応じて分子量分布の中心が比較的低分子主体のものから高分子主体のものまであります。




また、ひとくくりに樹脂と呼ばれますが、内容は様々です。例えばアルキド樹脂は、多塩基酸と多価アルコールを反応させて作ります。一般的に多価アルコールは材料の一つとして植物油が使用されていますが、植物油の種類や含有量によって樹脂の性質が大きく変わります。焼付け型のメラミン・アルキド樹脂塗料には、架橋樹脂としてメラミン樹脂が使用されており、飽和脂肪酸を主体とした短油型（油の少ない）のアルキド樹脂をベース樹脂としています。常温乾燥型のアルキド樹脂塗料は、不飽和脂肪酸が主体の乾性油を多く使用したアルキド樹脂を、ドライヤー（乾燥剤）で硬化させます。このように、使用されている原材料や特性を細かく分類すると、樹脂の種類は非常に多くなります。




また、架橋用として使われるアミノ樹脂（メラミン樹脂、ベンゾグアナミン樹脂など）や、樹脂の性質を改良するための変性用として使用されるフェノール樹脂など、補助的に使われる樹脂もあります。




家庭用塗料に使用される樹脂は、通常は常温で塗膜になる常温乾燥型です。溶剤や水が揮発するとそのまま塗膜の成分になるものと、空気中の酸素や湿気により樹脂が反応して塗膜になるものがあります。

常温乾燥型の塗料には、二液型のウレタン塗料やエポキシ樹脂塗料も挙げられます。「硬化剤」と呼ばれるものを主剤と混ぜて反応させるものです。

これらの硬化剤のほとんどが安全性・危険性について十分な注意が必要なものであり、二液型のウレタン塗料やエポキシ樹脂塗料に関しては、一部の特殊な用途を除いて家庭用塗料にはあまり使われません。






2-1-2．顔料・染料

顔料は水や溶剤に溶けない、着色または無色の、無機化合物又は有機化合物の粉末です。顔料は、塗膜に色彩を付与する着色顔料と、塗装作業性改善や物理的強度を上げる体質顔料、そして塗膜に防さび、防カビ、抗菌、帯電防止などの機能を付与する機能性顔料の３つに大別されます。

また、染料は塗料に使用されることは少ないですが、木部用の着色剤などに使用されることがあります。




家庭用塗料には健康有害性の観点からクロムなどの有害重金属類を含まないものが使われます。





＜やさしい用語解説＞




顔料と染料




着色に用いられる色材のうち、水や油に溶解しないものを顔料（がんりょう）、水や油に溶けるものを染料（せんりょう）といいます（染める前に溶媒に溶けていて、染まった後に不溶となるようなものを含む）。









2-2．溶剤類

溶剤とは、物を溶かす作用の物質をいいます。また、塗料を使用しやすい粘度に調節するために使用されることから、希釈剤、うすめ液とも呼ばれます。

水も本来の意味では溶剤に入りますが、ここでは溶剤とは有機溶剤のことをいいます。




以下は、「樹脂に対する溶解性による溶剤の分類」です。





真溶剤……樹脂を溶解させることができる。溶解性を持つもの。




希釈剤……これ自体に樹脂の溶解性はないが、溶解性を持つ溶剤などとともに使うことで溶液となり、安定した希釈状態になるもの。




助溶剤……助溶剤自体に溶解性はない。特定の樹脂を溶解する際に、真溶剤と希釈剤の混合溶剤に助溶剤が入ると、溶解の効果や揮発性が向上する。例えば、ニトロセルロースを溶解する際、アルコールを少量加えるとよく溶ける。






樹脂が変われば、溶剤の種類は変わります。塗料の溶剤は、このような樹脂に対する溶解性と塗装作業性などを考えて選定されています。
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有機溶剤

有機溶剤は、大きく分けると次のようになります。
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これらの種類は、それぞれに多くの物質が属しています。メーカーはその中から塗装性、乾燥性などを考慮して適切な物質を選択しています。




家庭用塗料は水系塗料が多く、アルコール類、エーテルアルコール類などを少量含んでいるものもあります。また、溶剤系塗料においても有害性を配慮した成分選定がされています。







2-3．その他

一般に添加剤と言われる物質です。これらは製造、貯蔵、成膜及び塗膜形成後の各段階において、作用・機能を果たすために添加されます。使用量は一般的に微量です。




（1）塗料製造時


湿潤剤・分散剤………塗料を製造するときに、粉末原料などを全体になじませ、均一に混合・分散させる。

増粘剤…………………塗料の粘度を高くする。

消泡剤…………………原料を混合・分散させる際に発生する泡を消し、安定した製造を可能にする。






（2）貯蔵時

塗料を使用するまでの、貯蔵している間に生じる問題の対応に必要なものです。


沈降防止剤……………塗料成分、特に重い顔料成分が沈降したり、固化することを防止する。

重合防止剤……………樹脂が重合して高粘度になったり、固化することを防止する。

皮張り防止剤…………塗料表面に皮膜ができることなどを防止する。特に酸化重合型塗料は表面に膜が張りやすいので必要不可欠。

防腐剤…………………水系塗料などの腐敗を防止する。






（3）塗装・塗膜形成時


粘度調整剤……………塗料を塗装しやすい粘度にする。

消泡剤…………………塗膜に発生する泡を抑える。

色分かれ防止剤………塗膜の色合いを均一にする。

表面調整剤……………凹凸がない、滑らかな塗膜面にする。

乾燥剤…………………酸化重合型塗料の乾燥を促進する。一般的に金属石けんが使用される。

硬化触媒………………アミノ樹脂を使用した塗料の硬化促進や低温焼付け硬化の目的で、特定の有機酸が使用される。

架橋剤…………………塗膜の主体となる樹脂を化学的に結合させ、三次元の網目構造にするために使用する。






（4）塗膜形成後


防腐剤・防藻剤・抗菌剤・防カビ剤…汚染を防止する。

つや消し剤……………光沢を調整する。

難燃剤…………………燃えにくくする。

紫外線吸収剤…………耐候性を向上させる。










Column 1




家庭用塗料の廃棄について




家庭用塗料を最後まで使い切るのは難しく、余ってしまうことがあります。中身の残ったエアゾール缶がゴミに出され、ゴミ収集車両やゴミ処理場で火災が発生するなどの事故事例もあります。事故を未然に防ぐため、使い切れない場合は、適切な方法で廃棄しましょう。




（一般塗料の捨て方）


①余った塗料は、下水等に流さず、火気のない風通しの良い屋外で、新聞紙等に塗り広げ、乾かしてから、一般ゴミ、可燃ゴミ（燃やせるゴミ）として処分する。もしくは、市販の塗料固化剤を使用して、表示に従って適切に処分する。


※油性塗料などの酸化重合型塗料は、自然発火の恐れがあるため、この方法は避けること（Column2参照）。



②塗料が入っていた缶は、地域のゴミ出しルール（不燃ゴミ・資源ゴミ／缶、金属類などの分類の仕方）に従って、廃棄する。

③古い塗料で缶の中で固まっている場合や業務用の塗料については、専門の産業廃棄物業者に相談する。






（エアゾール缶の捨て方）


①缶を手で振って、中身の有無を確認する。

②中身が残っていると、「シャカシャカ」「チャプチャプ」などの音がする。

③中身が残っている場合はもちろん、音がしなくても中身やガスが残っている場合があるので、必ず火気のない風通しのよい屋外で
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④塗料が入っていた缶は、地域のゴミ出しルール（不燃ゴミ・資源ゴミ／缶、金属類などの分類の仕方）に従って、廃棄する。






スプレー塗料を捨てる時の適正処理方法（日本塗料工業会ホームページ）


http://www.toryo.or.jp/jp/anzen/news/spray2017.html











３．構成成分情報表



塗料には、2000以上もの化学物質が使われています。次ページ以降の表でその代表的なものを取り上げましたが、業務用塗料を含む塗料全般を対象としているため、家庭用塗料には使用されていない成分も含まれています。そこで、家庭用塗料として使用されることの多い成分を黄色に色分けして示しました。




家庭用塗料のラベルに表示された成分名は、ほとんどが分類名であり、具体的にどの物質が使われているかは、塗料製造業者に確認しなければ分かりません。また、その成分がどれぐらい含まれているかは、この表では考慮されていませんので、正確に知りたい場合は製造業者に直接お問い合わせください。




[image: ] 黄色マーク…家庭用塗料にも使用されている成分。

[image: ] 緑色マーク…樹脂の原料となる成分（直接この成分が使用されているわけではない）。




同じ成分でも異なる名称で呼ばれることがあります。よく使われる名称のいくつかを「成分名称」の欄に記載しました。





＜やさしい用語解説＞




ポリマーとモノマー




塗料の主成分である樹脂は、モノマーといわれる比較的小さい成分がいくつもつながったポリマーといわれる大きな分子の物質からできています。

モノマーの状態で強い刺激性のある物質でも、ポリマーの状態になると刺激性がなくなるなど、モノマーとポリマーでは性質が異なります。しかし、樹脂の中に未反応のモノマーが残っていたり、分解物として樹脂から出るなどして、塗料中にわずかに存在することがあります。
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3-1．塗膜形成要素

3-1-1．樹脂類

天然樹脂
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合成樹脂（1）
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合成樹脂（2）
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合成樹脂（3）
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合成樹脂（4）
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合成樹脂（5）
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繊維素誘導体
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3-1-2．硬化剤類

硬化剤（1）
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硬化剤（2）
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架橋剤
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3-1-3．顔料・染料

無機系顔料（1）
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無機系顔料（2）
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無機系顔料（3）
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有機系顔料（1）
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有機系顔料（2）
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有機系顔料（3）
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その他の顔料
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3-2．溶剤類

炭化水素（1）
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炭化水素（2）
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アルコール（1）
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アルコール（2）
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エーテル（1）
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エーテル（2）
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エステル（1）
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エステル（2）
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ケトン
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その他
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3-3．その他

可塑剤（1）
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可塑剤（2）
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希釈剤
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湿潤剤、分散剤
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乾燥剤
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沈降防止剤
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防カビ剤
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有機噴射剤
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４．より詳しい情報の入手先



本冊子には、その物質の化学式やいろいろな特性（有害性や物理的な危険性など）は記載していませんが、現在インターネット上では名称やCAS RN等より簡単にこれらを調べることができます。下記にウェブサイトで利用できる日本語の情報を記載しました。




しかし、これらのサイトから得られる情報はほとんど単一物質の情報であり、製品中に含まれる量やどれだけ体に取り込まれたかによって、その影響は異なりますので注意が必要です。




独立行政法人 製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター


化学物質総合情報提供システム （NITE-CHRIP）




https://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop






国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）の国際化学物質安全性カード（ICSC）日本語版


http://www.nihs.go.jp/ICSC/






環境省 化学物質の環境リスク評価書


http://www.env.go.jp/chemi/risk/index.html



















（IV）塗料に関連する法規制等


















（IV）塗料に関連する法規制等

家庭用塗料は、他の製品と同様に、安全性の確保、環境保全、品質保証、そして消費者保護を目的に、法律や規制の適用を受けます。その中から、代表的なものを紹介します。







１．家庭用品品質表示法（所管官庁：内閣府消費者庁）



家庭用品の品質の適正化を図り、一般消費者の利益を保護することを目的とする家庭用品品質表示法では、一般消費者が使用する際に選択の目安になるように、用途や使用上の注意を始めとする家庭用品の品質に関する表示の記載を義務付けています。

この対象は、一般消費者が日常生活で使う繊維製品、合成樹脂加工品、電気機械器具及び雑貨工業品のうち政令で定められたもので、塗料に関しては雑貨工業品の中で規定されています。

義務付けられている塗料の表示項目は、品名、色名、成分、用途、正味量、塗り面積、使用方法、用具の手入れ方法、取り扱い上の注意、表示者名、住所又は電話番号です。具体的には、以下のとおりです。





品名………塗膜を形成するための主成分の種類に応じ、適切に表示します。




色名………色見本を容器の見やすい箇所に付着させ、そのすぐ横に色名を表示します。




成分………規定に定められた特定の成分について、成分の種類の名称を適正に表示します。油脂、セラック、合成樹脂（合成樹脂の種類を示す用語を括弧書きで付記）、ニトロセルロース、顔料、染料、有機溶剤、防カビ剤、水の成分の種類の名称又は合成樹脂の種類を示します。また、用語ごとにその含有率（任意表示）を付記することがあります。




用途………その塗料による塗装に適した、物の名称を表示します。




正味量……計量法に規定された単位で表示します（キログラム、グラム、リットル、ミリリットルなど）。




塗り面積…標準的な塗装を行った場合に塗装可能な面積を、平方メートル単位又は平方センチメートル単位で表示します。被塗面の素材による吸い込みや、凹凸による表面積の違いにより、実際の塗り面積とは異なる場合があります。塗料によっては複数回塗りのものもあるため、塗り回数を括弧書きで付記します。




使用方法…その製品の品質に応じ適切に表示します。




用具の手入れ方法…
用具の手入れの方法を表示します。また、その際使用する塗料用希釈剤の種類の名称も表示します（エアゾール式のものを除く）。




取り扱い上の注意…
製品の品質に応じて、必要な事項を適切に表示します。以下は、その内容の一例です。







●子供の手が届かないところに保存し、誤飲、誤食をしないように注意する。

●有機溶剤が含まれているので、塗装中、乾燥中ともに換気をよくする。

●火気のあるところでは塗らない。また貯蔵においても火気に注意する。







エアゾール式のものについては、




●塗料を吹き付けるときは、人や物にかからないように注意する。







塗料は、塗装された塗膜としての性質・機能を発揮するために、いろいろな化学物質が使われています。そのため、取り扱い上の注意事項を守って、正しく使うことが大切です
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２．建築基準法（所管官庁：国土交通省）



国土交通省は建築基準法において、ホルムアルデヒドの室内濃度を、厚生労働省「室内濃度指針値」の0.08ppm以下に抑制するために、内装に使用する建築材料や接着剤・塗料などにホルムアルデヒドの放散等級の表示を義務付けました。ホルムアルデヒドの放散量が一番少ないものを「F☆☆☆☆」等級とし、放散量が多くなるにつれて星の数が減ります。

この等級は、JISや日本塗料工業会の自主管理基準の規格で認定が行われ、建築物に無制限に使用できる等級（「F☆☆☆☆」等級）から、使用面積に制限を受ける等級（「F☆☆」等級及び「F☆☆☆」等級）のマークが、塗料のラベルなどに表示されています。

室内用塗料を使用する際には、「Ｆ☆☆☆☆」等級（建築物に無制限に使用できる）の塗料や水系塗料を使用することが推奨されています。ただし、「Ｆ☆☆☆☆」等級の塗料や水系塗料を使用する際でも、施工時および施工後の換気、養生は大切です。







３．消防法（所管官庁：消防庁）



消防法に該当する家庭用塗料の容器には、内容物に関することや使用上の注意等について一定の表示をすることが義務付けられています。

消防法では、危険物が性状によって第１類から第６類に分類されていますが、塗料に直接関係するのは第４類危険物（引火性液体）です。
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内容容器及び外装への表示は、「危険物の規制に関する規則」において、以下の項目を記載することが定められています。


①　危険物の品名、危険等級及び化学名並びに第４類の危険物のうち水溶性の性状を有するものにあっては「水溶性」の文字

②　危険物の数量

③　第４類の危険物については「火気厳禁」






容器の最大容積が500ml以下のものは、①～③を通称名や同一内容の表示で代用することができます。さらに、エアゾールの容器で最大容積が300ml以下のものは、①と②の表示を省略することができます。







４．高圧ガス保安法（所管官庁：経済産業省）



高圧ガス保安法では、エアゾールの容器の構造や噴射剤の種類に応じて、表示すべき事項（使用上、保存上、使用後の注意など）や文字の大きさなどの表示方法が定められています。
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５．化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）（所管官庁：経済産業省、厚生労働省、環境省）



化審法は、人の健康及び生態系に影響を及ぼすおそれがある化学物質による環境の汚染を防止することを目的に、昭和48年に制定されました。新たに化学物質を製造・輸入する前にその安全性を審査することで、難分解性（環境中で分解されにくいこと）、高蓄積性（動物の体内に蓄積しやすいこと）、長期毒性（長期間の暴露により有害な影響が出ること）を有する化学物質について製造・輸入、使用などを規制しています。

現在は、新規化学物質の事前審査に、上市後の化学物質に関する継続的な管理措置及び化学物質の性状等に応じた規制及び措置を加えた3つの部分から構成されています。

NITE　化審法関連情報


https://www.nite.go.jp/chem/kasinn/kasinn_index.html









６．特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）（所管官庁：経済産業省、環境省）



化管法は、会社や工場などの事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を未然に防止することを目的としています。

この法律は、大きく分けてPRTR制度とSDS制度の2つから構成されています。

PRTR制度は、人の健康や生態系に有害なおそれがあり、かつ、環境中に広く存在する化学物質について、環境への排出量及び廃棄物に含まれる移動量を、事業者が自ら把握し、都道府県を経由して国に届け出るとともに、国はその届出データを集計し、公表する仕組みです。

SDS制度は、人の健康や生態系に有害なおそれがある化学物質を他の事業者に譲渡・提供する際、その性状及び取扱いに関する情報の提供を義務づける制度です。

NITE　化管法関連情報


https://www.nite.go.jp/chem/prtr/prtr_index.html









７．指針値等



シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会における「室内濃度指針値」

厚生労働省は、シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会においてまとめられた、「個別の揮発性有機化合物（VOC）の指針値（13物質）」を発表しています。その中で示された、屋内において使用する家庭用塗料に関係する化学物質の指針値は次のとおりです。
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なお、この指針値の詳細については、厚生労働省からQ&Aが出ています。


厚生労働省　化学物質の室内濃度指針値についてのQ&A




http://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/situnai/shisinqa.pdf









８．工業会等の自主管理



一般社団法人日本塗料工業会（JPMA）では、塗料・塗装に係る健康障害を未然に防止するため、一般消費者への配慮として、以下のような自主管理等の取り組みを行っています。





●2003年より、「ホルムアルデヒド自主管理制度」を実施しています。ホルムアルデヒド自主管理要領に基づき、商品ごとに提出される化学物質の組成やホルムアルデヒドの放散量測定検査証明書などの情報から、新規登録審査、維持管理審査を行っています。また2015年2月からは、2014年末までに登録された商品を対象に、3年毎に実施する更新審査も追加されました。

●2005年4月より、トルエン・キシレン・エチルベンゼンを配合しない屋内用塗料について、「非トルエン・キシレン塗料」のラベル表示をする自主管理を進めています。

●家庭用塗料に関するGHS（注1）表示のあり方を検討し、2009年3月に「家庭用塗料GHS自主表示要領」を制定しました。2011年1月より、以下のような商品ラベルへの絵表示を開始しています。

■GHSで使用される絵表示とその内容（ピクトグラム）
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(注1)：GHSはGlobally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）の略。世界的に統一されたルールに従って、化学品を危険有害性の種類と程度により分類し、その情報が一目でわかるようにラベルによる表示や安全データシート（SDS）を提供するシステムです。




●その他、塗装作業や換気の重要性について、注意喚起標識、スプレー塗料廃棄時の適正な処理などについての情報を公開しています。




日本塗料工業会　化学物質に関する注意喚起の標識




http://www.toryo.or.jp/jp/anzen/caution.html




スプレー塗料を捨てる時の適正処理方法




http://www.toryo.or.jp/jp/anzen/news/spray2017.html










Column 2




塗料の自然発火事故について




油性塗料や合成樹脂調合ペイント、自然塗料などの酸化重合型塗料は、塗料を拭き取ったウエス（ぼろ布）などをそのまま放置してくと、自然発火のおそれがあります。これらの塗料を使用する際は、各塗料の容器に記載された表示に従って、安全対策をしましょう。塗料が染みこんだウエスなどは必ず水を入れたポリ袋に入れ、密閉するなどの処理をし、可燃物としてゴミに出します。

長期保存や偶発的な理由により、容器が腐食し内圧が上昇するなどして、爆発や家財が汚損する事故や、ストーブに引火するなどの火災例もあります。１年以内に使い切れない塗料については、適切な形で処理しましょう（家庭用塗料の廃棄についてはColumn１参照）。

NITEは、このような製品事故に関する情報を収集し、それらの事故を調査・分析しています。その結果は、下記のホームページから検索できます。




NITE製品安全センターhttps://www.nite.go.jp/jiko/jikojohou/search/index.html
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Column 3




塗料の使用実態（生活・行動パターン）を知って安全な管理を




NITEでは、製品に含まれる化学物質による健康への影響を防ぐために、消費者製品の使用実態などを調査し、結果を公開しています。

また、この使用実態調査結果を基に、実際の使用実態を想定し、室内（屋内）における化学物質の体内への取り込み量（暴露量）を推定し、リスクを予測（評価）する方法を検討しています。

ここでは、このうち塗料に関する調査（平成21年度実施、対象者：2,314人）で得られた、屋内での塗料の使用実態をご紹介します。

※以下、男女を合計した全体における比率等の傾向を記しています。




１．塗料を使用した作業の実施状況

アンケートにより、過去1年の間に屋内で塗料を使用した作業を行ったかどうか質問したところ、実施割合は6.6%でした。また、男性8.5%、女性5.0%と、男性の方が実施率が高いことがわかりました。屋内での塗料の使用目的は、「内装への塗装」、「家具への塗装」、「趣味」がほぼ同じ割合でした。

また、屋内での塗料を用いた作業にかける日数は、1日が50.0%、2日が19.1%、3日が10.0%となり、3日までで8割を占める結果となりました。1日あたりの塗料の使用時間は、図１のような分布が見られました。




[image: 図1　1日あたりの塗料使用時間]
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２．使用した塗料の種類

屋内で実施した塗料を用いた作業について、主に使用した塗料の種類について質問したところ、水性塗料が52.0%、水性スプレーが9.2%となり、水性塗料の使用が多いことがわかりました。（図2）（平成21年度調べ）




[image: 図2　主に使用した塗料の種類]
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３．塗料使用時の防護の状況

この調査では、塗料の使用状況だけでなく、手袋やマスクのような防護や換気等の実態も質問しています。

屋内で塗料を使用する際、手袋をしない割合は36.8%（図3）、マスクを使用しない割合は66.4%（図4）となりました。使用時の換気については、21.1%の方が実施しないと回答しました。また、塗料の使用後、使用した部屋にそのまま滞在する割合は、22.4%でした。




[image: 図3　塗料使用時の手袋仕様割合]

[image: 図4　塗料使用時のマスク仕様割合]




事業者においては、このような実際の使用状況を考慮した安全な製品設計や注意喚起表示をする必要があります。塗料を使用する際には、十分な防護や換気等を行い、安全な使用や管理を行ってください。




NITE　室内暴露にかかわる生活・行動パターン情報


https://www.nite.go.jp/chem/risk/expofactor_index.html



塗料の生活・行動パターン情報


https://www.nite.go.jp/chem/risk/exp_2_6.pdf




















本書の改訂にあたり、一般社団法人　日本塗料工業会には大変多くのご協力を頂きました。ここに御礼申し上げます。
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